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問　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
継

続
に
向
け
た
地
方
自
治
体

の
コ
ス
ト
管
理
計
画
の
基

本
と
な
る
個
別
施
設
の
情

報
収
集
と
、
個
別
計
画
の

検
討
状
況
は
い
か
に
。
ま

た
、
こ
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
に
関
す
る
考

え
方
、
対
応
方
針
等
の
考

え
方
、
個
別
の
管
理
計
画

等
を
完
了
さ
せ
、
そ
れ
ら

の
優
先
順
位
等
を
決
め
る

こ
と
が
必
要
。
全
て
の

事
業
の
必
要
性
を
見
直

し
、
事
業
終
了
を
明
確

に
し
た
上
で
新
た
な
総

合
管
理
計
画
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
で

は
な
い
の
か
、
考
え
を

伺
う
。

答
　
計
画
推
進
会
議
を
11

月
に
開
催
し
、
各
施
設
の

取
り
組
み
状
況
を
確
認
し
、

全
庁
的
な
情
報
共
有
を
図

り
、
よ
り
効
率
的
・
効
果

的
な
公
共
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
く
。
現
在
、

施
設
管
理
課
と
の
内
容
確

認
を
進
め
た
後
、
政
策
会

議
、
議
会
説
明
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
等
を
経
て
今

年
度
中
の
個
別
計
画
策
定

を
目
指
し
て
い
る
。
計
画

の
実
行
性
を
高
め
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
企
画
経
営
課

に
業
務
を
移
管
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
十
分
に
発

揮
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

問
　
現
在
の
「（
仮
称
）
歴

史
と
未
来
の
交
流
館
」
建

設
予
定
地
は
、
震
災
後
の

耐
震
の
な
い
中
央
公
民
館

を
さ
ら
地
に
し
て
、
生
涯
学

習
機
能
を
備
え
た
施
設
と

中
央
公
民
館
を
造
る
は
ず

だ
っ
た
。
な
ぜ
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
か
ら
交
流
館
に
変

わ
っ
た
の
か
。

答
　
震
災
復
旧
を
最
優

先
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

計
画
は
白
紙
と
し
た
が
、

文
化
財
の
適
切
な
保
存
・

活
用
と
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
の
機
能
に
特
化
し

た
施
設
整
備
を
行
う
こ
と

と
し
、
議
会
の
議
決
を
得

て
交
流
館
建
設
の
た
め
の

用
地
と
し
て
取
得
し
た
も

の
で
あ
る
。

問　

建
物
を
造
る
前
に
理

念
を
語
る
べ
き
。
こ
れ
か
ら

の
少
子
高
齢
社
会
に
16
億

円
も
の
建
設
費
と
１
０
０
億

円
近
い
維
持
管
理
費
を
か
け

る
だ
け
の
交
流
館
は
必
要
が

あ
る
の
か
。
少
子
高
齢
社
会

を
視
野
に
入
れ
た
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

答
　
基
本
計
画
に
掲
げ
た

基
本
理
念
は
現
在
も
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う

な
社
会
に
な
っ
て
い
っ
た

と
し
て
も
、
東
海
村
と
い

う
郷
土
の
歴
史
・
自
然
を

伝
承
し
て
い
く
た
め
の
施

設
は
必
要
で
あ
る
。

問　総合管理計画
見直し状況はいかに

答 　計画推進会議で優先順位等を検討

問　少子高齢社会
交流館建設は必要か

答 　郷土の歴史を伝承する施設は必要
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